
日本工学院八王子専門学校2020年度

スポーツ健康学科 ビジネスコース

スポーツビジネスプレゼンテーション１

1対象
　

年次 前期開講期 必区分 30時間数 2単位

石川和希担当教員 実務
経験

スポーツ用品メーカー営業職種

自分を取り巻く諸事情を理解するため必要な言語的、数学的思考法についての復習を行い、社会人として
求められるヒューマンスキルの習得を目指します。

授業概要

①聞き手を理解・納得させるためのコミュニケーションとは何かについて理解します。②論理的思考方法
について学び、それを活用することで問題解決や表現する能力を身に付けることが目標です。

到達目標

主に講義形式で進めて行きます。効果的かつ効率的なプレゼンテーション行うための基礎的知識を身に付
けるため、ビジネス現場における基本的思考方法である論理的思考方法を取り上げて、その重要ポイント
に関する解説を行います。基本的な論理的思考方法が理解できた時点で、プレゼンテーションの基本であ
る「自己紹介」や「商品紹介」などの具体的な発表練習を行います。

授業方法

成績評価については、筆記もしくはレポートによる試験結果（中間/期末/定期的な提出物など）30％、授
業中の参加姿勢/学習意欲（リーダーシップ、積極性、学習に対する向上努力など）30％、出席状況40％
とし、授業内における達成度・到達度を総合的に判断して行います。なお、成績評価を受けるためには、
全授業の75％以上の出席が必要となります。

成績評価方法

・遅刻や欠席については学校に必ず事前連絡をするようにしてください。無断での遅刻や欠席は成績評価
に影響するため注意してください。・授業内において教員から指示された検索作業等を行う場合以外は、
授業中の携帯電話の使用は基本的に禁止します。
・授業内における私語、その他の不適切な行動について注意されたにも関わらず指示に従わない場合、授
業進行の妨害行為とみなして退出を命じることがあります。

履修上の注意

授業に必要な教材資料等については教員にて準備・配布する。参考書等を使用する場合には授業内にて指
示します。

教科書教材

有

講義種別

回数 授業計画

第１回

イントロダクション：プレゼンテーションの定義・目的・必要性・手法などにつ
いて理解します。

第２回

プレゼンテーション１：プレゼンテーションを行う上での必要となる論理的思考
方法について理解します。

第３回

プレゼンテーション２：論理的思考方法における「バイアスと思考停止」につい
て理解します。
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第４回

プレゼンテーション３：論理的思考方法における「イシューの迷走」について理
解します。

第５回

プレゼンテーション４：論理的思考方法における「言語化の壁」について理解し
ます。

第６回

プレゼンテーション５：論理的思考方法における「思考の効果と効率」について
理解します。

第７回

プレゼンテーション６：論理的思考方法における「因果関係と論理の飛躍」につ
いて理解します。

第８回

プレゼンテーション７：論理的思考方法における「論理構造の可視化」について
理解します。

第９回

プレゼンテーション８：論理的思考方法における「論理的思考の範囲：情報入力
⇒処理⇒出力のプロセス」について理解します。

第１０回

プレゼンテーション９：論理的思考方法における「視座の変更」について理解し
ます。

第１１回

プレゼンテーション１０：論理的思考方法における「視野の変更」について理解
します。

第１２回

プレゼンテーション１１：論理的思考方法における「視点の変更」について理解
します。

第１３回

プレゼンテーション１２：論理的思考方法における「６W２H」について理解しま
す。

第１４回

プレゼンテーション１３：論理的思考方法における「正しく見ることと聞くこ
と」について理解します。

第１５回

前期授業総括：前期授業における重要点の復習を行い、期末試験内容の確認をし
ます。
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